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東南アフリカ事情(1)

国連東南アフリカ鉱物資源開発センタｰ

(EastemandSouthemA匠ricanMinera1Resources

Deve1opmentCent附ECA/ESAMRDC)

高橋清(技術部)

��獨楔����

1.はじめに

エアタンザニアには稼動中の飛行機は13機あるといわ

れている.2機のB7377機のフォッカｰフレンド

シップ(44人乗り)4機のデハビランド･ツインオッタｰ

(18人乗り)である｡尾翼にはタンザニアの象徴である

キリンカミ画かれなかなか菰爽としている.昭和56年7

月末タンザニア･ダルエスサラｰムに到着し日本大

使館･JICA事務所･UNDP事務所での挨拶･ブリｰフ

ィングも終り約500km離れた任地のドドマヘ着任の

ために空港に出掛けるのは今日で3目目である二切目

は朝7時のTC252便のチェックインを済ませるために

午前5時30分室港着約5時間待たされた挙句に要人の

緊急フライトに転用されるため運休とのことでホテルに

戻り苦い交渉の米やっと部屋を賃いJICA事務所に電

話したところr矢張り運休でしたか｣とちっとも驚かな

い.2目目は午后の便衣のでエアタンザニア事務所に

電話したところエンジン整備のため運休との返事で空

港まで行かずに済んだ･今朝も朝7時のフライトホ

テルを5時に出て無事チェックインを済ませ待合室に入

ると外ではフォッカｰフレンドシップ機がエンジンの

始動を始め期待を持たせてくれる･定刻に無事出発

写真1ドドマの遠景｡点在する花開岩の小山カミ特徴的で乾

燥地帯特有のキャントラブラツリｰがみられる･

うとうとしていると隣席のインド人らしい男カミrダノレエ

スサラｰムに戻っているようだ｣と叫んでいる.窓か

ら外を見ると左のプロペラが廻っていない.動転して

r大丈夫か｣ときくとr一つ動いているから30分はもつ

だろう｣とのんびりしている･約20分後ダルエスサラ

ｰム空港に帰着rエンジン整備のため少々お待ち下さ

い｣とアナウンスがあって約8時間やっと飛び立った.

｢後5分でドドマに到着｣のアナウンスで下を見ると

トタン屋根の家がパラパラと散ってまわりに花南岩の

岩山がとりまいている小さ狂村が見える.どうみても

1974年(昭和49年)ニエレレ大統領の首都宣言で首都と決

まり首都建設が進められているドドマ市とは考えられ狂

い､フレンドシップ機は夜間照明のないドドマ空港を

あわただしく飛びたって行った.ドドマ到着午後5時

30分飛行時間は1時間20分であった.到着時間を報

せることができなかったので勿論誰も出迎えはいたい.

タクシｰもいなセ･.最後まで残っていたエアタンザニ

アのトラックに便乗させて貰いドドマ唯一つのドドマ

ホテノレに到着した.ドドマホテルはドイツ帝国時代

(第一次世界大戦前)に建てられた古い建物だがゆった

りとした部屋大きなバスノレｰム神々よさそうだ.

シャワｰを浴びようと蛇口をひねっても水が出ない薄

暗くなったのでスイッチを入れても電気がつかない.

電話はあるカミよく見ると線は切れたままである.レセ

プションに行き文句をいうとr水は夜11時か12時頃

30分ぐらい出るからバスタブに溜めること電気は停電

になって4目目になる.ボｰイが部屋に蟻燭を持って

行くが数に限りがあるので必要な時だけつけて呉れマ

ッチは貴重品だから自分のを使うこと｣と事務的にのた

まった･この目の任地ドドマヘの着任はこれから3

年間のアフリカ勤務の多難さを思わせるものであった.

翌日センタｰへ出掛けて色々話をきくと前年の12月

に国連本部職員とダルエスサラｰム事務所長らが視察の

ため来訪し帰路チャｰタｰ機が墜落し乗員8名が全員

死亡しその時センタｰ主任顧問のバンデグラフ博士は

満席のため車で走って助かったとのことでセンタｰの
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スタッフはその後誰も飛行機を利用せず悪路520kmを

約12時間かけてダノレエスサラｰムに出掛けるとのことで

あった.というわけでエアタンザニアでの無事着任を

スタッフｰ同大いに祝福してくれた｡

アフリカでは国境をはさんでr天国と地獄｣とよくい

われる.極端な例では一つの国でありながら部族抗

争だとの原因である地方では数万人もの餓死者がでる

飢餓地獄であるのにその他の地域では何でも手に入る

という不思議な国もいくつかある有様である.

昭和56年7月から3年間タンザニア･ドドマ市に新

設された国連東南アフリカ鉱物資源開発センタｰに勤務

して域内18ケ国のうちエチオピアケニアタンザ

ニアウガンタザンビアマラウイジンバブエモ

ザンビｰクボツワナを数回にわたって訪れる機会があ

った.これら東南アフリカ諸国のもろもろの事情と

鉱物資源の探査開発の状況問題点底とを数回にわた

って紹介してみたい.

2.センタｰ設立の経緯

鉱物資源開発センタｰ設立の構想は1972年ECA(国連

アフリカ経済委員会)総会でタンザニア代表がECAは

アフリカの鉱物資源開発及び利用に広域的に積極的に活

動すべきである旨発言したことに始まりECAはこれを

受けて1973年国際コンサルタントによるこのような組

織の必要性を調査するための調査団をアフリカ各国に派

遣した･その調査結果にもとずきECA事務局は鉱物

資源開発センタｰ設立案を1974年のECA総会に提出し

アフリカに4ケ所の鉱物資源開発センタｰの設立カミ承認

された(東アフリカ中央アフリカ北アフリカ酉アフリカ).

この計画は国連東南アジア太平洋経済委員会(ESCAP)

が地域鉱物資源開発センタｰ(ESCAP/RMRDC)を設立

し成功裡に活動していることに刺激され立案されたとい

われている｡センタｰ設立案の承認の後その手始めと

して東アフリカ鉱物資源開発センタｰの設立委員会を

1975年に発足させ国連各機関及び先進講国べこのセン

タｰへの援助を呼びかけた･センタｰ設立委員会はそ

の後国連開発計画(UNDP)による援助の内定をよりど

ころに数回にわたり援助国会議を開きまた域内各国に

調査団(Fact-FindingMission)を送るなど積極的に活動

し同センタｰはタンザニア共和国ドドマ市に設置され

ることが決った.ところがタンザニアがウガンダ戦争

に介入したことにより設立準備は一時停滞したが戦争

終結後の援助国会議でUNDPが正式にセンタｰへの援

助プロジェクトを発表しまた西独･ベルギｰも援助を

確約した｡この会議に出席したタンザニア駐笥目本大使

津目ヨ天瑞氏は専門家派遣を含む積極的な支援を約束した

(1979年5月29目公文)､国連開発計画(UNDP)によるセ

ンタｰ援助プロジェクトは予定より2年遅れたカミ!980

年7月1目にプロジェクト･ドキュメントに署名され

センタｰは正式に発足した.センタｰ設立委員会の事

務局長シュンブロ氏(M･.M･hdiM.Shumbu･･,元エチオ

ピア地質調査所長)カミセンタｰ所長に任命され設立委員

会は管理委員会(Gov.mingCoun.i1)と名前を変えた.

UNDPは直ちに専門家の公募を行ないまた援助を確

約した先進諸国もそれぞれ専門家派遣の準備を始めた･

UNDP専門家として主任顧問以下6名は1981年6月ま

でに着任し先進国専門家も筆者の1981年7月末を最後

に全員着任した.

写真2センタｰの看板･設立前に建てられたので

ESAMRDCではなくEAMRDCとなっている.

写真3ドドマホテル･第1次世界大戦前にドイツ帝国によ

り建てられたホテルで食堂では昔ながらの紋章入りの

銀の食器を使っている.
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写真4センタｰUNDP主任顧問バンデグラフ博士(Dr.E.

vandeGraaff)国連歴17年のベテラン.

写真5セ:■タｰ所長シュンブロ氏(Mr.M.M.Shumburo).

エチオピアの革命(1974年)後エチオピア地質調査所

長となった.

ECAにより分けられたアフリカ4地域のうち東南

アフリカ地域の域内国は次の18ケ国である.

アンゴラボツワナコモロスジブチエチオピア

ケニアレソドマラガシィマラウィモｰリシャス

モザンビｰクセイシェノレソマリアスワジランド

タンザニアウガンタザンビアジンバブエ(アノレフ

アベット順).

計画当初は東南アフリカではなく東アフリカ地域と

されていたがジンバブエの独立とアンゴラの加盟を見

込んでその後東南アフリカ地域と改称された･

センタｰの業務は鉱物資源省地質調査所の9室を借り

て始められた(地質調査所は1967年にダノレエスサラｰムから

ドドマに移転した).

3.センタｰ発足時の問題点

拠出を求め拠出を分担した域内国をr加盟国｣としセ

ンタｰ管理委員会はr加盟国｣メンバｰのみで構成され

センタｰによる諮問･サｰビス業務はr加盟国｣主体に

行なうべきであると提案し承認された.UNDP主任

顧問バンデグラフ博士はセンタｰのサｰビスは設立委員

会で決めていたように域内18ケ国に均等に行なうべき

でありまた巨額の人件費を使って域内国よりカウンタ

ｰバｰトを雇傭するよりもホスト国より提供を受けるべ

きであると主張したが管理委員会で容れられ校がった.

しかしUNDPあるいは他の国連機関が主催あるいは

後援の学会･セミナｰ･ワｰクショップ･トレイニング

コｰスにはr加盟国｣以外の域内諸国も参加できるし

最初のつまつき主要援助機関であるUNDP及び

先進援助国に対しセンタｰ設立委員会はrセンタｰ発

足後は上記域内国政府の要請に赤じて専門家派遣等の諮

問･サｰビス業務を行なう.すなわち東南アフリカ

域内諾国はセンタｰから均等にサｰビスが受けられる｣

と報告されていた･ところが発見後のセンタｰ管理委

員会でセンタｰ所長はホスト国タンザニアの影響が強く

出すぎることをおそれてかホスト国提供予定のカウン

タｰパｰトを強く拒否しカウンタｰパｰトは域内国より

均等に雇傭することを主張し承認された.ホスト国タ

ンザニアはこの決定を拡大解釈しセンタｰ設立準備

のため提供していたロｰカルスタッフ(秘書タイピスト運

転手等)を引揚げてしまった.このためセンタｰ所長

写真6

はカウンタｰパｰトとしての域内国専門家の雇傭セン

タｰ運営費を含めて域内各国より総額75万米ドノレ/年の

タンザニア鉱物資源省地質調査所実験室前にて.通

称rマディニ｣と呼ばれている.原子吸光分析のオ

ペレｰタｰとともに1
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策1図

東南アフリカ鉱物資源開

発センタｰ域内国分布図

(太線が域内国の境界)
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センタｰ専門家の派遣援助ができるとある程度妥鶴が行

なわれた(センタｰが雇傭するカウンタｰパｰト･ロｰカルス

タッフの給与べ一スはアフリカ統一機構(OAU)べ一スで国連

の給与べ一スよりやや高い).センタｰ｢加盟国｣となる

ためにはセンタｰへの拠出分担金がかなりの額になる

ため域内諾国の大半は拠出を渋り結局｢加盟国｣は

域内18ケ国のうちエチオピア･ウガンダ･タンザニ

ア･モザンビｰク･コモロスの5ケ国にすぎずまた域

内国専門家の高給雇傭カ拒常的な財政難を招きセンタｰ

の将来の発展に禍痕を残すこととなった､センタｰの

ような国連機関の事務所長はホスト国から出るのが普通

であるがアジスアベバのECAで開催されたセンタｰ設

立委員会でタンザニア政府代表はセンタｰをタンザニア

ヘ誘致する代りに事務所長は他の域内国から出すとする

エチオピアの主張を承認したためこのようになったとい

われる.このため設立委員会の事務局長をしていたシ

ュンブロ氏がセンタｰ所長となった･域内国からの雇

傭専門家は所長を含めてエチオピアより3名タンザニ

ア1名の計4名でエチオピア色の強いセンタｰとなった､

タンザニアは1961年12月9日英国から独立しジュリア

ス･ニエレレ大統領の指導の下で社会主義による国家建

設を推進しアフリカで指導的立場にある社会主義国で

隣の資本主義国ケニアとともに最も安定した国といわれ

てきた.しかし柱となるべき社会主義政策とくにウ

ジャマｰ(集団国営農場)政策の失敗と干魅で農業生産は

激減し農業国であるのに食糧を輸入せざるを得たくた

った.またオイルショック以後外貨支払いの一割に

過ぎなかった石油代金が七割を超えいま深刻な外貨不

足に悩んでおりコｰヒｰ紅茶サイザル麻などの農

産物で手にしたわずかな外貨を石油と食糧の輸入で食い

つぶしている.1978年ウガンダ戦争に介入したことに

よりさらに国力は疲弊し官営企業の腐敗役人の経験

不足がこれに輪をかけ国民の生産意欲は著しく低下して

いった･筆者のドドマ着任もこのような時期に当り

タンザニアの保有外貨は百万ドノレを切る程に落ち込み

財政は破滅的状態このため生活必需品ミルクや石鹸

に至るまで不足し発電機やポンプを動かす油もこと欠

き停電･断水は日常のできごとであった.

第二のつまづき一センタｰの立地条件の悪さ

1985年7月号

ドドマはタンザニアのほぼ中心にあり1974年の二エレ�



一32.一

高橋清

写真7タンザニア･アリュｰシャ市にある国際会議センタｰ

����

レ大統領の首都宣言で首都建設が始まるまでは1967年

に移転した地質調査所のある人口約2万そこそこの静か

な町であった.この一帯はタンザニアで最も乾燥した

地域でゴゴランドといわれ音からしばしば干魅の記録カミ

ありまた周囲のスワンプから発生する蚊によるマラリ

ア発生地として知られ多くの医学書には挨によるトラ

ホｰム発生の標式地となっている.首都建設により人

口が約3倍にふくれ上ったために電気水道底とのイン

フラストラクチャｰは過飽和となりパンクしてしまって

いた.このように落ち込んでしまったのはウガンダ戦

争以後で年とともに悪化していったとのことである･

センタｰかドドマに設置された後で運営上いくつかの

具合の悪いことが判ってきた.政府機関･大使館･国

連などの国際機関･外国商社など必要な機関の事務所

はダルエスサラｰムにあり国連･域内国との連絡打ち

合わせのためにはドドマからダノレエスサラｰムに出向か

ねばならないことドドマには適当な会議場がないため

政府や国際機関との会議はダノレエスサラｰムかアリエｰ

シャ(国際会議センタｰがある)で行わねばならないこと

また域内国と先進援助国大使館との日常の接触は電話事

情が悪いためドドマに居ては不可能に近いことヨｰロ

ッパ風のホテルはドドマホテルしかないこと定常的に

起っている停電と断水のため日常業務の満足な遂行が難

かしいこと域内国出張のためには国際室港がたいた

め約500kmの悪路を走ってダルエスサラｰムに行き

ビザを取るため少くとも2泊する必要があること等々

である.日常生活でも水と食糧の確保に汲々とせねば

ならず丁度昭和20-22年頃の敗戦後の日本の再現という

感じであった.

4.センタｰの業務内容

管理委員会により定められたセンタｰの業務内容は

域内国政府の要請にもとづき次のような諮問･サｰビス

を行たうことにある.

(i)域内国の地質鉱床調査･鉱物資源探査計画の計画立案実

行に当っての援助指導を行なう.

(ii)鉱物資源開発のための技術的経済的問題についての助

言･指導を行なう.

(iii)店用地質･地球化学･地球物理･水理地質･鉱山技術な

どの分野での域内国の技術者及び専門家のためのトレイニン

グコｰスを開く.

(iV)域内国の鉱物資源開発のための国立の実験施設研究所

の整備充実をはかるためにこれらに対して必要な技術の移

転･指導を行なう.

(V)域内国の鉱物資源の開発のために未整理･未発表のデ

ｰタ及び情報の収集･整理･編集を行ないあわせてこれら

の出版刊行を行なう.

(Vi)域内諸国とアフリカの他の地域の国々との間のデｰタ･

情報の交換を行ない鉱物資源開発の分野での技術協力･技術

移転の推進の橋渡しをする.

(Vii)域内国で開催される学会･セミナｰ･ワｰクショップ･

トレイニングコｰスに対して出来る限りの援助を行なう.

センタｰの行なう上記のサｰビスの質及び度合いは域

内国とくに｢加盟国｣の要請の内容や発展がどの程度

の段階にあるかにより決められその｢WorkP1an｣は管

理委員会の承認を得て実施される.｢加盟国｣以外の

域内諸国へのサｰビスは管理委員会の意向により厳しく

制限されていたカミセンタｰ存続の危機感が強まった

1983-84年度には大巾に緩和された.

以上述べたようたセンタｰの域内国に対するサｰビ

ス･諮問業務のほかに｢近い将来には近代的設備をも

写真8日本･ジャｰレノレAA845原子吸光分析装置.タン

ザニア地質調査所内に設置され平均5元素50試料1

目のべ一スで地化探試料の分析が行われた･

地質ニュｰス371号�
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写真9タンザニア･アリュｰシャの国際会議センタｰで開催

されたr国際地球化学探鉱法ワｰクショップ｣での記

念撮影(ユ981年12月).

った地球化学岩石鉱物及び鉱石処理などの実験施設を

もった研究所を建設し域内国の種々の要請に応え得る

恒久的なセンタｰを目ざしている.このためには域内

各国よりの拠出分担金がやや多額になるのも止む得な

い｣とセンタｰ所長はつねづね述べていた･日本政府

はこの構想の一環としてかセンタｰより地球化学探鉱

試料の分析機器の寄贈を望まれたので筆者は着任の際

原子吸光炎光分析装置(日本ジヤｰレル社製AA-845)一式

を携行機材として持参しタンザニア地質調査所実験室に

設置した.このセンタｰ附設中央研究所構想はr加

盟国｣の大半が財政難で政府機関例えば地質調査所の

実験施設は老朽化してほとんど機能していないために考

えられたものであろう.先発のEscAP/RMRDc(バ

ンドン市在)ではセンタｰのスタッフと施設が限られてい

ることを理由に業務を諮問サｰビスのみに徹している.

センタｰの業務計画はセンタｰ管理委員会の承認を得

た後承認された実行計画(WorkP1an)に従って実施

写真10ウガンダ･マケレレ大学での地球化学探鉱ワｰクショ

ップ(1982年9月).

1985年7月号

される.

1980-1981年度1

1980年7月1目にUNDPのセンタｰ援助プロジェク

トとして正式に発足したセンタｰはこの期間にUNDP

及び先進援助国専門家も大半は着任しセンタｰ雇傭の

域内国専門家(カウンタｰパｰト)も十分では狂いが各部

門に配備されセンタｰの活動が始まった.センタｰの

実行計画は域内18ケ国に均等ではなくいわゆるr加盟

国｣に著しく偏よっていた.

1981-1982年度:

実行計画に従って専門家による出張業務は種々の分野

について行たわれ13報告が提出された.さらにセン

タｰのもう一つの分野での活動として｢加盟国｣ばかり

で校くr非加盟国｣のグルｰプを含めて各種のトレイニ

ング･ワｰクショップが行なわれた.地球化学関係で

は1981年10月地球化学探鉱ワｰクショップを地質及び鉱

床資源探査技従者を対象にモザンビｰク･マプト市で開

きまた同年12月にはユネスコの協力を得てタンザニ

ア･アリエｰシャ市の国際会議センタｰでr国際地球化

学探鉱ワｰクショップ｣を域内9ケ国から20名を集めて

成功裡に開催することができた､また1982年初頭に

はカナダ･マクギル大学で開催されたrMinera1Econo-

mics｣のセミナｰに域内加盟国4名の地球科学者をセン

タｰの援助で参加させた.1982年5月にはジンバブエ

独立後初めての国際学会rGold'82｣が国を挙げて開催

されセンタｰより筆者を含めて3名の専門家が参加し

写真111984年5月PC-8801マイクロコンピュｰタｰを使

ってマイコンのトレイニングコｰスをドドマで行った.

正面はフランスからきた講師のロエｰノレ氏.�
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第1表東南アフリカ鉱物資源開発センタｰの地球化学部門サｰビス･セミナｰ･ワｰクショップ･トレイニングコｰス

①1981年10月25日～11月4日マプト市モザンビｰク(ESAMRDC主催)

NationalGeochemicalWorkshopinMozambiqueattheDir㏄6aoNati㎝aldosServicosdeGeologia(DNG),Maputo.

モザンビｰク地質調査所において土壌･河床堆積物を用いまた琢鉱物分離なども含めた地球化学探鉱法のワｰクショップ(講

義･実習)

②1981年12月7日～12日アリュｰシャ市タンザニア(ESAMRDC主催)

Multi-Nati㎝alGe㏄hemica1WorkshopatArushaIntemati㎝alConferen㏄Centre.

タンザ千アアリュｰシャ市国際会議センタｰにおいて域内9ヶ国(非加盟国を含む)地球化学探鉱についてのワｰクショップ

を開催ESAMRDC主催UNDP及びUNESC0協賛(出席国:タンザニア,モザンビｰク,レソト,ウガンダ,ザンビア,ケニ

ア,マラウイ,エチオピア,ジブチ)7カントリｰ報告を含め15報告

③1982年6月15日～21日ナイロビ市ケニア(ESAMRDC協賛)

PotentialSitesforGeothermalEnergyExplorationintheAfrican,RegionatRegionalO舶｡einAfrica､.UNESCO

(UNESCO,USAID主催ESAMRDC協賛)

アフリカ特に東南アフリカ諸国の地熱調査開発事情についてのセミナｰ講師は米国(団長McNi.tt博士)フィリッピン(Datuin

博士)等で7ヶ国より出席(マラガシｰ,タンザニア,ウガンダ,ケニア,エチオピア,ジブチ,コモロス)巡検はリフトバレ

ｰ及びオルカリア地熱発電所

④1982年8月7日～18日アジスアベバ市エチオピア(ESAMRDC主催)

Nationa1Ge㏄hemica1WorkshopinEthiopiaatAddisAbabaUniversityandEthiopianhstituteofGeologicalSurvey(EIGS)

土壌･河床堆積物を主体とした地球化学探鉱法のワｰクショップあわせてMIBK抽出による金の微量分析(原子吸光法)の実習

巡検はアジスアベバ南方約600㎞のAdo1a金山

⑤1982年9月17日一26日カンパラ市ウガンダ(ESAMRDC主催)

Nati㎝alGechemicalWorkshopinUgandaatMakerereUniversity,Kampala､

土壌･河床堆積物を主体とした地球化学探鉱法のワｰクショップ実習及び巡検はバララ(Mbarara)周辺のアリｰナ型花商岩に

伴うSn･W鉱床と重鉱物の分離

'⑥1983年1月8日～22日アリュｰシャ市タンザニア(ESAMRDC共催)

�������剄�牡楮楮权���瑁�獨��敲�瑩潮���敲�捥����

域内9ヶ国より18名の講習生を集め地質･地球化学デｰタのデｰタベｰスとその応用についての講義及び実習(講師:R.Bow㎝,

USGS;G.Gabert,R.Sindi㎎･Lars㎝,COGEODATA,]UGS等)主催IUGS及びESAMRDC

⑦1983年6月4日～8日ハラレ市ジンバブエ(招待)

Sma11-ScaleGolaMini㎎(Workshop)atUniversityo{Zimbabwe,Harare.

SADCC(南アフリカ開発調整会議)主催のワｰクショップに講師として招待

Takaトashi,K.anaE.Gowele(1983)Determinationo{go1dinoresbyatomicabsorptionspectrometrywithMIBKextraction.

EsAMRDc/83/sYM/6,2,J㎜e1983講演及び実習

⑧1984年5月14日～24日ドドマ市タンザニア(ESAMRDC主催)

��灔牡楮楮权���湍楣���畴敲�灬楣慴楯�楮�牴桓捩�捥��十�剄��摯��

域内7ヶ国より12名を集めマイコン(NEc-Pc8801)を使い｡P/M-80土でdBAsEIIを使ったデｰタベｰスの構築UsGsの

MICROGRASP及びGEOPACによる地球化学･地球物理学的テL夕の解析等の講義･実習を行なった

共催:UNDP,UNESCO及びCIFEG,Paris.

て学会の運営を支援した.同年6月にはユネスコ主催

のrアフリカ地熱開発シンポジウム｣カミケニア･ナイロ

ビ市で開かれ筆者はセンタｰを代表しまたタンザニ

ア政府の委嘱を受けて参加しタンザニアの地熱事情に

ついて報告した.

1982-1983年度:

域内r加盟国｣からの要請が増えセンタｰの専門家ミ

ッションによるサｰビス業務は要請に応え切れない程で

あった･しかしこれらr加盟国｣よりの要請の多く

はセンタｰへの加盟分担金の過重から自国のナショナ

ノレ･プロジェクトをセンタｰへ肩代りさせる利已的放も

のであった.

地球化学の分野では前年度に引き続き｢地球化学探鉱

ワｰクショップ｣が1982年8月にエチオピアで同年9

月にウガンダで開催され域内加盟国の要請によるワｰク

地質ニュｰス371号�
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策2表国連開発計画(UNDP)センタｰ援助プロジェクト内訳

�準備期間PhaseIPhaseII�

��������㈱�㌉

人件費･旅費�US鴉68.966124.884402.042422.000339,000�誰1,356,892

トレイニング･コｰ一ス�一一43.02916.60045,000�1,104,629

機器購入�43.58955.760167.53540.00053,000�359,884

機牒維持他�5005.35630.44521.40038,000�95,701

サブコントラクト�一一一一25,000�25,000

�匤�㌮〵���〰�㌮��ぇ�〰��估〉啓�

���㈬��

ショップは一先づ完了した.1983年1月にはタンザニ

ア･アリュｰシャ市でIUGS･ユネスコ及びセンタｰの

共催によるrCOGEODATAトレイニングコｰス｣を域

内9ケ国より18名を集めて2週間にわたって講義･実習

を行なった.1983年4月ザンビア･ルサカ市及びシド

ラ市(カツパｰベルト)で開かれた国際学会rPROTE-

ROZOIC'83｣に筆者はセンタｰを代表して出席し支援

した･同年6月ジンバブエ･ハラレ市でのSADCC

(南部アフリカ開発調整会議)主催のrSman-sca1eGo1d

Mining｣に講師として招かれ講演した.

､1983-1984年度:

地球化学探鉱ワｰクショップで地球化学的デｰタの整

理･統計解析をマイクロコンピュｰタｰで行恋えないか

という要望を受げJICAと相談の上NECPC8801マ

イコンｰ式と必要なソフトウェアを1983年7月に導入し

その後米国地質調査所より地球化学及び地球物理学的デ

ｰタの解析に必要なソフト(MICROGRASP及びGEOP

AC)の供与を受け3回にわたって在タンザニアの地球

科学者向けの講習会を行ない1984年5月に域内7ケ国

より12名集めトレイニングコｰスをECA･UNDP･ユ

ネスコ･CIFEG(バリ)の援助を受けて開催した.

センタｰで行なった地球化学関係のサｰビス･セミナ

ｰ･ワｰクショップ･トレイニングコｰスの一覧表を表

1に示した.

センタｰが支援した国際学会は1982年5月のrGo1d

'82｣(ジンバブエ･ハラレ市)と1983年4月のrPROTERO

ZOIC'83｣(ザンビア･ルサカ市)でこれらの学会から南

アフリカの地球科学者カミ自由にジンバブエとザンビアに

出入国できるようになり活気のある学会となった.

1980年7月センタｰ発足から1984年7月の筆者の帰国

までに提出された報告は47報告で筆者による報告は日

本への報告も含め末尾にまとめた.

5.国連の援助計画と援助打ち切り

第三のつまっきセンタｰの年度は国連方式で7

月1目から翌年の6月30目までの単年度方式である.

1980年7月1目に発足したセンタｰは1980-81年度か

ら活動が始まる.

UNDPのセンタｰ援助プロジェクトは1980年6月

30目まで準備期間1980年7月1日一1982年6月30目の

2年間をPhase11982年7月1目一1983年12月31目を

Phase皿としその間約200万米ドルの援助が行なわれた

(表2).

1984年1月1目一1985年6月30目までのPhase皿も

ECAの承認がおりUNDP本部の署名承認を待つのみで

あった.ところが1981年11月20目付の書類でUNDP

のセンタｰ援助プロジェクトはPhase皿(1983年12月31目)

で打ち切られる旨の通知カミあった.この通知を受けた

センタｰ所長はセンタｰ管理委員会に諮り議長名で

ECA事務総長を通じてUNDP本部にPhase皿遂行を強

く求め再考をう放がしたがこのUNDPの援助打ち切り

の決定は変更されなかった.

既に述べたようにセンタｰ所長は管理委員会において

域内国専門家の雇傭センタｰ運営費として域内各国か

ら総額75万米ドルの拠出を求め拠出金を分担した域内

国をセンタｰへのr加盟国｣とし管理委員会の主体メ

ンバｰはr加盟国｣メンバｰのみにより構成されセン

タｰ専門家によるサｰビスはr加盟国｣主体にすべきで

あると主張し承認された.この承認にもとづき域内国

よりr加盟国｣を募ったがエチオピア･タンザニア･

1985年7月号�
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コモロス･モザンビｰク･ウガンダの5ケ国のみでその

後増加をみたかった.このため｢加盟国｣の拠出金負

担は重く遂に予算の改訂を行ない75万ドルから44万ド

ルに減額された.しかしr加盟国｣の外貨不足によ

り外貨との交換不能な通貨で支払いが行なわれセン

タｰの運営を難しくした･1981-82年度はじめより

r加盟国｣挺出金によるセンタｰ運営費(主として人件費)

は底をつきセンタｰ所長はUNDP主任顧問バンデグ

ラフ博士に国連経費による分担を申し入れ厳しく断わら

れまた先進援助国専門家にも域内国旅費の10-15%分

をセンタｰ運営費として支払うよう求めたがこれも断わ

られた.

バンデグラフ博士は1981年のセンタｰ管理委員会で

センタｰの運営はホスト国であるタンザニアのカウンタ

ｰパｰトに任せるべきであると強く主張しもし受け入

れられるならUNDPはセンタｰ運営費の一部を負担し

てもよいと述ベセンタｰ所長と激論を戦わせた.セン

タｰ所長はその後ECAに手をまわし臨時センタｰ管理

委員会をアジスアベバで開き主任顧問ハンデグラフ

博士の1982年7月以降の契約延長拒否を主張し承認を

得〔註〕さらにUNDP主任顧問の職務の代行を1982年

7月以後センタｰ所長が行なうとの内諾を得た(1981年

8月).その3ケ月後UNDPはセンタｰ援助プロジ

ェクトのPhase皿まで(1983年12月31目まで)で打ち切る

ことを通告してきた.センタｰ管理委員会及びセンタ

ｰ所長はECAを通じてPhase皿の遂行を求めたが

UNDP本部は1982年12月31目以降契約の切れるUNDP

専門家の契約の更新は行なわない旨の通知を各専門家に

送り返答に変えた･このためUNDP専門家は1983年

10月を最後にセンタｰを去り先進援助国専門家のうち

ベルギｰ専門家も1983年10月ブルンジに転任となり専

門家は西独のバンシュトラｰテン博士と筆者のみとなり

センタｰは国際機関としての機能をほとん一ど失ってしま

った･国連援助が完全に打ち切られた1984年には4月

に西独専門家が7月に筆者がセンタｰを去り専門家は

一人もいなくなった.このような事態になったのは上

部機関であるアジスアベバのECAのセンタｰ管理委員

会に対する管理能力の欠除も大きな原因の一つと考えら

れる.

6.先進諸国によるセンタｰへの援助

〔註〕二国間の国連プロジェクトの場合当事国政府の承認

なしに国連専門家を任地に着任させることはできず契約延

長の場合も同様である.センタｰのような多国間事業の場

合は承認当事者としてセンタｰ管理委員会がこれに当

る.

センタｰ援助の主体をなすUNDPの他に西独･日

本･ベルギｰが専門家派遣･機材供与･資金援助の面で

センタｰを援助してきた･

西独政府は探査地賓専門家1名(バンシュトラｰテン博

士Dr.P.vanSt･aat･n)を1981年4月に3年間派遣し

調査用車靹を含む調査機材を供与している･

日本政府は探査地球化学専門家1名(高橋清博士)を

1981年7月から3年間派遣し地球化学実験室の確立の

ため原子吸光/炎光分光分析装置]式(日本ジャｰレル社

AA845)及び付随する機器･薬品ならびに地球化学デｰ

タの解析のためマイクロコンピュｰタｰ一式(日本電気

PC8801)及び各種のソフトウェアを供与している･

ベルギｰ政府はセンタｰ設立準備中(1981年5月まで)

ECAを通じて資金の供与を行なってきたが地質工学

専門家1名(ワッフル博士Dr.A.Wafe11e)を1981年6月

に派遣するとともに資金供与は打ち切られた.

これら3ケ国は専門家名1名と機材･域内旅費(平均

約10万米ドル/年)の援助を続けてきた.オランダ･イ

タリｰ･ユｰゴｰスラビア･オｰストリア･ソ連･イン

ドの諸国はセンタｰ援助国会議でセンタｰへの専門家派

遣･機材の供与などの援助を約束していたが全く実行さ

れなかった.

UNDPのセンタｰ援助計画のPhaseIで打ち切りの

通達を受けたセンタｰ管理委員会はその継続を求めると

ともにEEC(ヨｰロッパ経済共同体)ヘミッションを送り

EEC開発基金(EDF)による援助を求めこれを受けて

EECはドドマ市のセンタｰに調査国を送りその可能性

を検討した(1982年5月).この件についてセンタｰ管

写真121984年4月西独専門家(右端)帰国にあたり

ドロｰバｰその他の機器をセンタｰに贈与･最盛期

には10人以上いた専門家は著者一人になった(左端セ

ンタｰ所長).

地質ニュｰス371号�
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理委員会はEEC加盟国でありセンタｰ援助国である西

独及びベルギｰ政府に何らの報告もし荏かったため両

国政府は援助国に無断でEECの援助を運動したセンタ

ｰ管理委員会に不快の意を示し援助の重複を理由に現

専門家以後の援助の打ち切りを通告してきた.日本政

府は国連機関への援助を目的として専門家派遣を行なっ

ているので国連の計画が打ち切られた後は援助継続の

意志はないと通達レた(タンザニア駐割目本大使).UN

DP･先進援助国の援助の打ち切りカ湖らかになった後

はセンタｰ存続の命綱はEECのEDF基金による援

助のみとなってしまった.

EECのセンタｰ援助の可能性は現在五分五分だとい

われている･というのはセンタｰにはサダック(SAD

CC:南部アフリカ開発調整会議)という強力なライバルが

いるからである･サダックは南アからの経済依存の脱

却を目的としザンビア･タンザニア･ボツワナ･アン

ゴラ･モザンビｰクのいわゆる前線5ケ国で1979年に発

足しその後ジンバブエ･レソト･スワジランド･マ

ラウイが加盟した.サダックは各国で機能を分担･経

済発展を図ろうというもので本部はボツワナの首都ハボ

ロネに鉱物資源部門はザンビアのルサカに置かれてい

る･サダックの9ケ国はいずれもESAMRDCの域内

国でダイアモンド産出国であるボツワナカミ年間500万

米ドルを拠出しているため財政的にかなり豊かである.

しかもザンビア･ジンバブエという鉱産国をもってい

るためEECは援助する狂らば鉱物資源の開発の点で

はるかに大きなウェイトを占めるサダックヘの援助の方

がESAMRDCへの援助より将来有利であると考えてい

るふしがある.

7.亙CA/ESAlM1RnCと瓦SCAP/R班R皿C

との比較

ドドマのセンタｰ(ESAMRDC)は1973年に設立され

た東南アジア地域鉱物資源開発センタｰ(ESCAP/RMlR

DC)の成功に刺激されてECAが企画設立したといわ

れており両者を比較することによりその相違･問題点

が明らかにされる.

(1)加盟国一ESCAP域内各国はすべて均等にRMRDC

のサｰビスを受ける権利を持ち各国はその国情に応じて

RMRDCへ1,000-5,000米ドルの分担金を拠出している.

拠出金の割合にはRMRDC予算の5%以下である(1981年

2-5%･ユ982年2.O%).RMRDC域内国についてr加盟

国｣というカテゴリｰはなくすべての域内国はRMRDC

の管理委員会に代表を送りRMRDCの諮問サｰビスを申

請することができる.

1985年7月号

ESAMRDC管理委員会はr加盟国｣メンバｰのみにより構

成され域内非加盟国はオブザｰバｰとしてのみ出席でき

る･結果としてESAMRDCのサｰビスは原則としてr加

盟国｣のみに限られた.1983年の管理委員会ではECAよ

りこの問題について強い指摘があり域内各国より要求があ

った場合非加盟国でもできる限りのサｰビスを行なうこと

となったが時既におそかった､ESAMRDCに対する｢加

盟国｣の拠出金は年間10万一15万米ドノレが要求されこの拠

出金はセンタｰ所長域内国より雇傭した専門家(エチオピ

ア･タンザニア)の給料･旅費及びロｰカノレスタッフ給料

センタｰ運営費として使われ平均40万一60万米ドル/年で

ESAMRDC予算の約40%に当る(表3)､

(2)カウンタｰパｰトｰRMRDCではホスト国のインド

ネシアが事務係長以下ロｰカルスタッフを拠出しているか

RMRDCの運営には全く関与せずまたRMRDC専門家に

はカウンタｰパｰトはつかず諮問サｰビスで域内国に出張

の際に当事国がその都度カウンタｰパｰトを提供してい

る.RMRDCの運営はESCAPの強い管理のもとにRM

RDCのCo-ordinator(国連)に任されている､ESAM

RDC所長はUNDP主任顧問の職務を引き継いだ後(1982

年7月以降)域内国雇傭専門家を各部門の長とし国連及び

先進援助国専門家の管理に当らせいわゆるカウンタｰバｰ

トとしてではなく管理者として職務に当らせ国連及び先進

援助国専門家の域内国への出張には必ず随行した.

(3)専門家一ESCAP/RMRDCではすべて先進援助国専

門家よりなり各国は専門家派遣と調査研究機材の供与で運

営が行なわれ先進援助国援助額合計はRMRDC全予算の

75-80%に当る(1980年:76%1981年:79%1982年:78

%).ESAMRDCはUNDP専門家を主体とし(主任顧間

以下6名)先進援助国専門家(日本西独ベルギｰ各1

名)により業務を遂行してきたが域内国雇傭専門家(カウ

ンタｰパｰト)は国連及び援助国専門家の出張に随行した.

ESAMRDC所長が国連主任顧問の業務を代行した以後は

事業突争漫画の遂行･企画は所長及び域内国雇傭専門家によ

り主として行なわれ常に｢加盟国｣へ目が向けられ極めて

政治色の強いものとなった.

(4)実行計画一両センタｰの実行計画はセンタｰ管理委員

会の承認のもとに企画･検討･遂行されることは同様である

が管理委員会のメンバｰはESCAP/RMRDCでは全域

内国代表先進援助国代表及び国連各機関代表により構成さ

れている｡これに対しESAMRDC管理委員会のメンバｰ

はr加盟国｣代表とECA代表(センタｰ援助計画のUNDP

主任顧問も含む)によq構成され先進援助国及び非加盟国

代表はオブザｰバｰとしてのみ出席できる.

ESCAP/RMRDCの実行計画の主体は少なくとも数ヶ国に

わたる広域的プロジェクトをめざしナショナルプロジェク

トヘの援助の場合はできるだけUNDPあるいは先進国との

二国間援助に切り換えるよう斡旋している.ところがES

AMRDCの場合はr加盟国｣が少ないため広域的プロジ

ェクトは神々実行し難く大半の実行計画はr加盟国｣のナ

ショナルプロジェクトのセンタｰによる肩代り的なものとな

ってしまっている･特に大半の拠出金を負担しているエチオ

ピア･タンザニアは顕著であった.UNDPではこれを補

なう意味で域内国非加盟国で行なわれる学会･シンポジァ�
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高橋清

第3表UNnP先進援助国及び域内国の拠出金(SummaryContribution)

ESAMRDC(ECA)ドドマ市(US$)

�ユ979�1980�1981�1982�1983

����物�瑩潮���估〉��〰〉��〰〉��〰〉��〰　

(国連開発計画)�(23.6%)�(31.8%)�(60.5%)�(47.0%)�(40.8%)

ContributionsinKind�100,OOO曲�100,000#�175,000�300,O00�275,000

(先進援助国)�(21.0%)�(17.1%)�(16.5%)�(28.2%)�(22.4%)

域内国拠出金�265,OOO帥�299,OOO串#�245,OOO*弗�263,OOO納�451,OOO榊

(加盟国5ヶ国)�(55.4%)�(51.1%)�(2章｡O%)�(24.8%)�(36.8%)

計�478,OOO�585,000�1,063,000�1,063,OOO�1,226,000

*ベルギｰ基金(現金供与)

**拠出分担金総額US窃451,000のうち拠出された金額

***拠出分担金割当総額エチオピア以外は未納

域内18ヶ国のうち拠出金を分担している｢加盟国｣はエチオピア･タンザニア･コモロス･ウガンダ･モザンビｰクの5ヶ国のみで

ある(平均加盟1ヶ国約US竪100,000)

RMRDC(ESCAP)バンドン市(US$)

����������

UNDPContributions�80,000�15Φ,OOO�218,OOO�350,000

(国連開発計画)�(19.4%)�(20.6%)�(18.7%)�(20.3%)

��物�瑩潮��楮搉㌰�住伉��〰〉��〰〉�㌴�〰　

(先進援助国)�(73.8%)�(75.8%)�(78.8%)�(77.7%)

域内国拠出金�28,OOO�28,OOO�29,OOO�35,OOO

(域内国35ヶ国)�(6.8%)�(3.6%)�(2.5%)�(2,O%)

計�413,OOO�759,000�1,167,OOO�1,726,000

RMDRCは先進援助国主体(75-80%)でUNDPの部分的援助(約20%)で運営されており

(平均1ヶ国US略1,500.一)

域内35ヶ国の拠出金は2.5%にすぎない

ム･セミナｰ･ワｰクショップにセンタｰ専門家を送り援助

を行ないセンタｰ主催あるいは共催のトレイニングコｰス

などへの非加盟国出席者の招待を行なってきた.

以上いくつかの相違点を記述したカミバシドンのES

cAP/RMRDcは域内の特定国のみにサｰビスが集中し

在いようまた広域的プロジェクトを主体とし域内国

への均等なサｰビスと域内国間の政治的問題に巻きこま

れないための配慮カミ強く感じられる.また実行計画の

立案･実行については上部機関のESCAPの十分た指

導･協力が行なわれている.バンドンのRMRDCカミ

1973年創立以来種々の問題をかかえたがらも成功裡に

発展し続けているのは上記のような理由によるものと思

われる.

ドドマのESAMRDCは上述したようにr加盟国｣問

題がからんで広域的プロジェクトは実行し難くいくつ

かの特定国へのサｰビスに集中せざるを得なくなり

UNDP主任顧問退任後は極めてエチオピア色の強いも

のとたり上部機関であるECA(在エチオピア)の指導

力の弱さと相まって国際機関としての形態を失ってしま

った､エチオピア政府カミ共産軍事政権であるためにエ

チオピア色の強いESAMRDCへ積極的に加盟を希望す

る域内国カミないのは当然と考えられる.UNDPは最

後の三者会議(UNDP･ECA･ESAMRDC)でセンタｰ

は一度解散し新しい組織で新発足しなければ将来の希望

は持てないだろうと極論している(1983年10月).

8.むすび

アフリカで生れ育つだ英国人専門家の話ではセンタ

地質ニュｰス371号�
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一が所長としてエチオピア人を選んだ時点でセンタｰの

将来は見えていたといっている･何故たら旧英国植民

地のアフリカ人は英国人を最も信頼し次に先進国の

連中･印度人の順で黒人同志は互いに反目し合いエ

チオピア人･ソマリア人は乞食なみに軽蔑しているから

だという.実際域内国政府はセンタｰより派遣され

た国連及び先進援助国専門家には積極的に便宜を供与協

力するカミ域内国より雇傭の専門家を同伴した場合カ

ウンタｰパｰトは隔離され差別されていた･アフリカ

人同志の不信感にもとずくものか種族のちがいによる

ものか判らたいが極めて異常に感じた･

国連アフリカ経済委員会(ECA)傘下には20を超える

国際機関が設立されているが多くの機関でアフリカ諸

国の利害が一致せず政治的問題が複雑に絡んで国連及

び先進援助国の援助打切りを招き機能し荏くなっている.

実際に活動しているのは強力な米国の援助をバックボｰ

ンにしたケニア･ナイロビにあるRegiona1Centrefor

ServicesinSurveyingandMapping他数機関に過ぎ

たい.

われわれのセンタｰもこれまでの多くの機関と同じよ

うにUNDP･先進援助国の援助打ち切りを招き活動

は3年もたなかった.

次回はタンザニアについて種々の事情を書いてみたい.

第4表ESAMRDC在任中提出した報告書

Takahashi,KiyoshiandKagule-M副gambo(1981)Workshopongeochemicalsampling,samp1epreparati㎝andanalysis-forMozam-

biqueNationalGeoche㎜icalWorks亘｡p.

��剄振�干�������
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敘���

��剄振�糸幺��散�����
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�歡�獨���獨椨����癩敷���浯������杯�

��剄振�水�广�����

Taka]]ashi,KiyoshiandEGowele(1983)Determinationofgoldinoresbyato㎜icabsorptionspectrometrywithMIBKex･

��瑩��

ForSymposium珊S㎜anScaleGoldMining"atHarare,Zimbabwe.

EsAMRDc/83/SY材/6.2,June1983.

TakahashiKiyos11i(1983)Areview:C肛bonatitesinesaternandsouthernAfrica.

��剄��水�弓�捴潢敲���

Takahashi,Kiyoshi(1984)Reportongrouptrainingcourseinmicro-co㎜puterapplicationsinearthsciences.14-24May,

���

��剄��水���礱��

高橋清(1981,4月)東南アフリカ鉱物資源開発センタｰ調査報告.ESAMRDC-I報告｡8p.

高橋清(1983,1月)タンザニア･ドドマ市の生活状況について(ドドマに新たに赴任してくる専門家のために).ESAMRDC-2

報告,12p.

高橋清(1983,2月)東南アフリカ鉱物資源開発センタｰの現状と活動.ESAMRDC-3報告,9p.

高橋清(1983,12月)東南アフリカ鉱物資源開発センタｰの設立から現在まで(その衰退の原因について)ESAMRDC-4報告,18p.

高橋清(1984,10月)東南アフリカ鉱物資源開発センタｰ派遣総合報告書,20I〕.本文,付資料6種.
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